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流通科学大学（神戸市西区、学長：清水信年）は 2025 年１月 11 日（土）、阪神・淡路大震

災 30 年を迎えるにあたり、シンポジウムを開催いたします。このシンポジウムは、震災の経

験を振り返り、流通業が果たしてきた社会インフラとしての役割を再評価し、今後の課題と展

望を探ることを目的としています。  
 
「阪神・淡路大震災 30 年シンポジウム」 
開催概要 

• 主催：流通科学大学 
• 全体テーマ：「阪神・淡路大震災から 30 年」 

届けるって やっぱり流通だね。 
水・ガス・電気・食品 そして 人を想う心も！ 

• 日時：2025 年 1 月 11 日（土）13 時 30 分～15 時 30 分 
• 場所：流通科学大学内 大教室 
• 参加対象：小売・流通関係者、防災関連の企業・団体関係者、自治体関係者、研究者、一般市民等 
• 参加費：無料 
• 参加申込方法：本学ホームページ（https://www.umds.ac.jp）からエントリーしてください。 
• 申込期間：2024 年 12 月 2 日（月）～2025 年 1 月 6 日（月）17 時 00 分 

 
プログラム 
  13：30 主催者挨拶および黙祷（5 分） 

 清水 信年（流通科学大学学長） 
 

13：35 基調講演（45 分） 
     「ローソンの災害対応（仮）」 

 郷内 正勝氏（株式会社ローソン専務執行役員） 
 

14：30 パネルディスカッション（55 分） 
「社会インフラとしての流通 ―30年を振り返り、これからを展望する」 

 
 パネリスト： 

 西峠 泰男氏（株式会社ダイエー代表取締役社長） 
 郷内 正勝氏（株式会社ローソン専務執行役員） 
 鍵本 敦氏（公益財団法人神戸市公園緑化協会理事長、前神戸市消防局長） 
 中内 潤（学校法人中内学園理事長） 

 司会：白鳥 和生（流通科学大学商学部経営学科教授） 
 

お問い合わせ・お申し込み先 
＜阪神・淡路大震災 30 年シンポジウム事務局＞ 
流通科学大学  
Email: Ryuka_Koho-1@red.umds.ac.jp 電話番号: 078-794-3555(代表) 
 
 

「阪神・淡路大震災 30 年シンポジウム」開催 
流通科学大学、来年１月 11 日（土）に「社会インフラとしての流通」を議論 

ローソン、ダイエー、前神戸市消防局長が登壇 

mailto:Ryuka_Koho-1@red.umds.ac.jp


広報活動全般に関するお問い合わせ先  
流通科学大学 理事長室（大竹・幡谷） 〒651-2188 神戸市西区学園西町 3-1 

電話 078-794-3555(代表)   E メール Ryuka_Koho-1@red.umds.ac.jp 

 
オンライン記者説明会のご案内 

 
シンポジウム開催に先立ち、2024 年 12 月 12 日（木）にオンラインでの記者会見を予定しております。

シンポジウムの趣旨や詳細プログラムについて、主催者である流通科学大学の白鳥和生（商学部経営学科

教授）よりご説明いたします。 
 
• 日時：2024 年 12 月 12 日（木）13 時 30 分～14 時 00 分 

 
• 形式：オンライン（Zoom または Teams） 

 
• 出席者：白鳥 和生（商学部経営学科教授） 

 
• 参加申込方法：「震災シンポジウム説明会参加希望」の件名で、メールでお申し込みください。 

※社名（媒体名）、お名前、ご連絡先（電話・メールアドレス）を記入ください 
       Kazuo_Shirotori@red.umds.ac.jp 
 

• 申込締切：2024 年 12 月 9 日（月）17 時 00 分 
 
 
 
・ご参考：開催の趣旨 

1995 年 1 月 17 日に発生した阪神・淡路大震災は、流通業が災害時におけるライフラインとして果たす

べき役割の重要性を再認識させる出来事でした。震災後、スーパーマーケットやコンビニエンスストアな

どの小売業は、水や食料をはじめとする生活必需品を迅速に供給することで、地域社会の復旧・復興に大

きく貢献しました。 
このシンポジウムは、震災から 30 年という節目にあたり、当時の経験と教訓を振り返りながら、流通

業が果たしてきた社会インフラとしての役割を再確認するとともに、近年頻発する災害や社会的課題への

対応について議論する場です。さらに、これからの 30 年に向け、流通業界が持続可能で強靭な社会基盤

を築くためにどのような役割を果たすべきかを探り、参加者の皆様と未来への展望を共有したいと考えて

おります。 
このシンポジウムが、国内外の流通業界の皆様にとって新たな気づきや視点をもたらし、今後の取り組

みに活かされることを願っています。 
 

・シンポジウムの関連として、本学では、①書籍『阪神大震災』復刻版の出版（毎日新聞出版）、②ダイエ

ー資料館内に阪神・淡路大震災コーナー設置、③図書館に震災関連書籍コーナー設置―を予定しています。 
 
 
・流通科学大学の概要 

ダイエー創業者、中内㓛の信念「流通を盛んにすることが 世界平和につながる」の下、1988 年に神戸

市西区に開学しました。建学の理念は「流通を科学的に研究教育することを通じて、世界の平和に貢献

し、 真に豊かな社会の実現に貢献できる人材を育成する」であり、現在、商学部、経済学部、人間社会

学部の３学部 7 学科及び流通科学研究科（大学院）を有します。 
                                      以上 
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